
平成２５年４月２２日（月）～４月２８日（日）〔平成２５年第１７週〕の感染症発生状況 
第１７週で定点当たり報告数の多かった疾病は、1)感染性胃腸炎 2)Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 3)インフルエンザでした。 
感染性胃腸炎は定点当たり９．６１人と前週（９．１８）より患者報告数はやや増加しましたが、例年より低いレベルで推移しています。 
Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎は定点当たり２．８５人と前週（２．７９）より患者報告数はやや増加し、例年より高いレベルで推移しています。
風しんの届出が２０件あり、前週と比較すると届出数はやや減少しましたが、平成２０年以降の月別で、過去最多の報告となっているため、引

き続き、予防対策等（ワクチン接種の検討等）の徹底が重要です。
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【感染症発生動向調査事業から】

今、何の病気が流行しているか！

第１７週注目疾患 

第１７週報告数第１位
ゴールデンウィークに海外旅行を計画している方に!！

現在中国で鳥インフルエンザ（H7N9）による感染症が報告されています。

海外で思わぬ感染症にかからないように次のポイントにご注意ください。 

なお、海外旅行から帰国した後に、発熱や咳などの症状が出た方は、医療機関を

受診した際に、旅行先や旅行期間をお伝えください。

• 食事を用意する前、用意している間、その後。

• 食事を食べる前。 

• トイレを使用した後。 

• 手が汚れている時や動物を触った後。 

※石けんと流水で手を洗いましょう。手洗い後、

アルコール製剤の利用も効果的です。 

手を洗うタイミング

・咳やくしゃみをするときには、マスク、ティッシュペーパー、（服の）袖、ま

たは肘（ひじ）で口と鼻を覆いましょう。その後すぐに、使用したティッシュペ

ーパーを捨てるとともに、肘や手を洗いましょう。 

咳エチケット

中国では、鳥インフルエンザ

（H7N9）感染症の発生が多くみ

られるため、鳥に直接触ったり、

病気の鳥や死んだ鳥に近寄ったり

しないようにしましょう。 


